
ふ
D
そ
れ
は

私
共
の
求
め
て
放

ろ

地
単
的
現
象
･rJ
共
の
開
明
1,が
椛
陽

光
蟹
で
省
か

れ
て
居
ろ
褒
め
で

あ

る
.
地
韓
研
究
瀞
詐
:
で
L
6-
恥
界

的
智
課
か
挟
め
tc･璃
め
_ニ
ご
の
家
庭
に
も
御
奨
め
L
iI
い
明
名
で
み
ろ

麗
ら
-
水
苔
は
狩
使
以
北
月
蝕
か
出
で
す
L
TtJ
改
版

,･付
議
れ
il
t,
い
ふ

誠
に
地
車
の
筋
め
に
革
び
に
域

人
相
次
第
で
あ
る
O

o

火
田
の
現
状

御
醐
組
紳
輔
謂

善

撃

蒜

絹

四
六
版
二
〇
二
質
問
版
末
弟
大
正
十
五

年三
=

潜
行

火

刑即
ち
内
地

の
焼
畑
は
朝
鮮
の
山
地
..
塊
に
平
北
成
筒
.江
原
に
壊

-
分

縮さ
れ
て
脚
て
ー
山
地
ね
就
贋
す
る
:
?)
の
甚
だ
し
い
も
の
で
み

ち
が
.
今
直
,1
之
か
柴
止
す
ろ
‥
W
-
3州.
衆
の
様
に
相
の
生
え
て
居
ろ

も
り
で

あ

る

｡木
調
密
令
は
火
EE
S
t現
状
か
散
漫
か
鍵
げ
て
説
明
し
次

に
火
田
の
慣
習

､
欠
田
比
の
生
活
.
最
後
に
封
範
にこ
っ
い
て
詳
説
L
t,J

み
ろ
0
火
岡田
放
火
田
戊
_二
相
す
る
封
範
は
朝
鮮
の

林政
.
治
水
､
布

い

て
ほ
祉
骨
上
顎
質
な

問

腰
で
め
っ
て
.
人
文
地
租
蝉
上
の

7
大
研
究
問

輝
で
k.1
ろ
｡
本
省
に
倣
っ
て
火
田
及
火
田
民
の
攻
究
に
我
節
の
大
問
題

で
み
ろ
=
TJ
が
了
解
qJU
れ
ろ
｡

望
蒜

地
の
高
閣

柵
憎

謂

謂

苦
学
蒜

編

四
六
版
五
至

二
京

附
恒t
及
樹
未
七
柴
-
大
正
十
五
年
三
月
潜
行

糾
鯛
に
於
け
ろ
大
小
の
郡
邑
九
十

l
鱗
桝
に
亘
り
･,.J
資
料
か
蒐
集
し
て

共
の
貨
物
及
金
融
上
.1
有
で
ろ
商
業
勢
力
の
欝
情
か
明
か
に
L
i1
も
の

で
わ
ス
｡
此
の
怨
に
ょ
つ
て
充

分
に
朝
鮮
都
市
紹
櫓
の
大

勢
か
槻
ふ
:

寸｣が
付

紙

t{･｡
都
市
地
理
蝉
上
著
し
い
背
越
で
あ
る
｡
疎
に
㈹
樹
の
朝

山
新

替

紹

介

鮮
鷹
染
地
固
(縮
尺
こ
官
五
十
前
分

二
は
朝
鮮
に
放
け
る
炭
塵
ー
林
産

餓
塵
凍
水
魔
の
校
規
･TJ其
の
分
相
か
明
示
し
て
居
る
か
ら
地
理
教
育
_

辞
す
ろ
研
多
大
叱
も
の
が
み
ス
J｡

〓〓〓〓〓〓〓〓〓一〓〓〓
〓

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

雑

報

〓〓〓〓〓〓ここ〓〓l〓〓〓
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓l

o
黒
海
の
海
弾
嬰
的
研
究

最
初
の
熱
球
の
研
究
は

云

九

〇

年

及
1八
九

一
年
に
ロ

シ
ア
の
水
路
部
に
ょ
つ
て
行
は
れ
､
県
城
の
特

異
な
性
質
か
瞥
見
し
た
､
爾
氷
三
十
五
年
な
躍
㍗
現
時
で
は
鴇
洋
学
的

見
地
及
調
壁
方
法
が
進
捗
L
.
此
り
鴇
藷
の
鴇
洋
学
的
状
態
か
再
び
研

究
す
る
必
姿
が
連
喜
i11｡
そ
‥
で
ロ
シ
ア
の
り
-
フ
イ
ナ
共
和
岡
の
水

路
部
は
､
あ

串
韓
か
準
付
41-
ち
串
か
計

割
L
.
籍

一
に
毎
年
四
回
-
ク

JP
.,7
7
の
摘
角
か
池
ず
る
子
牛
粗
に
約
-
て
測
盈
す
る
･
,
Jヾ
に
L
i1
｡

而
し
て

山
九
二
三
年
乃
至

五

年
に
於
け
る
滴
浮
壁
的
事
項
の
季
節
麺

北
の
材
料
私
接
il
o
曲
の
外

叫
般
鴻
禅
壁
の
串
項
に
封
し
て
は
特
に

山

九
二
四
年
孝

義

隼
の
六
月
-
七
円
_こ
於
て
探
検
し
i1
.
即
ち

1
九
二

四
年
.1
は
胞
仙嘩
り
東
部
か

一
九
二
五
年
に
は
東
西
岡
部
か
研
究
し
i1
1

令
計
宵
箇
所
の
靭
柵
他
部
で
は
軌
政
､
挽
分
粒
ー
比
覇
､
酸
兼
､
二
硫

化
水
素
茨
水
素
イ
オ
ン
の
丑
p
水
の
色
及
透
明
度
の
測
定
政
に
it:物
尊

的
利
光
な
行
つ
ii
O
而
し
て
四
二
∬
○
個
の
親
側
検
定
か
行
ひ
｡
就
-1

瓦
斯
分
析
はェ
二
千
以
上
村
つ
i1
.
校

海
蝕
潤
も
行
ひ
ー
探
鴻
堆
積
物
は

約
六
〇
栂
の
托
さ
の
断
面
に
凱
LTJ
調
恋
し
il
O

悪

一

六
九



地

球

第
五
魯

鴻
祥
餅
的
見
地
に
筏

へ
げ
灘
波
は
深
さ
約
二
宵
光
迄
の
束
柑
三

f甘

光
以
F
の
牲
暦
寸｣
誓

,f水
肺
肘
に
分
け
ら
れ
る
-
而
し
て
漬
肘
は
河
水

の
粒
欝
で
盛

ガ
ザ
少
な
-
二

宮
光
よ
り
二
千
兜
に
賓
ろ
惇
き
粍
肘
は
炎

滑
よ
:

J
黛
腔

高
･!
且
つ

比
謁
が
大
で
あ
る
.
是
れ
は
か
ス
フ
チ
フ
ス

拭
噛
む
過
つ
tJ
マ
か
マ

ラ
鴇
か
ら
拭

い
虎
を
流
れ
trJ死
ろ
水
が
み
ろ
馬

め
で
み
ろ
O
今
阿
り

探
検
の
結
果
は
来
場
か

此
の
如
JrVJ鴇
梓
撃
的
状
態

で
あ
る
‥
Ar)
か
稔
明
で
ろ
｡
娩
分
度
は
来
所
か
ら
底
に
向
つ
て
.増
加
し

千
分
の
十
八
か
ら
抹
呉
三

千
光
で
は
千
分
の
二
十
二
又
は
二
十
三
.1
な

り
.
季
節
的
班
牝
は
打
衆
で
774
7､
な
る
｡
比
頚
も
亦
同
校
t･'TJ
碑
直
分
和

み
有
し
.
去
桝
で
約

7
丁
二
が
探
さ
二
千
来
り
底
で
は

7
七
･
四
に
達

で
tC,O
北
ハの
季
節
的
饗
他
も
甘
兜
以
下
に
は

及
ば
な
い
.
如
何
な
る
場

合
に
も
未
噛
り
比
重
は
二
宵
光
_こ
於
け
ろ
比
環
か
超
ytJな
い
t
ttJれ
ほ

射

流が
二
甘
光
よ
り
探
,､は
嘩

り
な
い
乃
め
TJ
み
ろ
｡
組
比
の
硬
直
分

相
は
特
性
を
ポ
す
､
即
ち
季
節
饗
化
は

,X
ゞ
探
さ
甘
光
り
瀞
に
の
み
親

測
さ
れ
.
約
二
甘
米
の
.Iui
ru
に
撒
成
約
八
度

七
の
恒
池
腔
厨
が
観
測
さ

れ
･.i.O
二
甘
光
よ
り
以
下
は
弧
雌
が
賭

し
二
千
米
の
底
で
は
八
雌
九
二

力
蒐
八
度

九五
に
治
す
ろ
.
岸
_二
法

い
虚
で
は
,脱
皮
の
垂
直
分
和
は

<l

k
I.砥
粥
で
あ
る
O
叉
鴻
水
中
に
･.消
解
し
て
居
ろ
式
期
の
垂
直
分
相
も
上

越
の
鴇
禅
撃
的
状
態
.1
伴
ほ
れ
て
特
異
で
み
ろ
｡
酸
素
に
射
流
よ
り
も

托
ノ＼
ほ
連
し
な
-
/

造
準
.1
は
甘
五
十
来
力
至
甘
六
十
光
迄

lこち
リ
ー

滑
鴇
で
は
二
滞
米
或
は
僅
か
基
よ
り
-
,探

い
鹿
追
.1
存
す
･･<･
O二
宵
米

以
下
の
拭
厨
に
は
二
硫
化
水
嚢
か
含
ま
れ
て
､捕
て
.
追
鴇
で
探

yu甘
五

十
光
に
は
瑞
戊
零
度
.
戯
遮
二
甘
六
十
鵜
の
下
で

1
-
･L
ト
ル
に
約
〇
〇

立
方
堀
五
.1
及
ぶ
二
硫
化
水
素
か
有
す
る
｡
而
し
て
血
塗
は
探
さ
J
J共

第
六
既

望

三

七
〇

に
収
納
し
二
千
光
り
底
で
は

l
リ
ソ
･L
か
に
六
工
此
方
柑
八
I
JF一
〇
で

あ
る
O
二
硫
化
水
素
は
主
～}
し

て
有
機
物
に
依
ろ
硫
酸
腰

板
の
逮

元
に

依
っ
て
出
氷
る
の
で
や
b
-
｡
鴨
岸
に
近

い
虚
で
は
鴇
の
中
央
部
_こ
敷

け
る
よ
り
-
等
親
耐
D
等
池
雌
肘
.
等
比
謁
耐
及
式
新
の
重
症
分
相
の

所
の
何
れ

J
が
拭

い
鹿
に
倣
.#
す
る
ー
瓜
の
串
貨
は

1
八
九
0
-
7
八

九

7
年
に
J
胡
測
さ
れ
た
が
之
は
.hLn
鴇
で
吹
-
隅
風
･,海

風

,)の
力
学

的
影
響
に
よ
っ
て
水
か
下
げ
又
は
上
げ
る
盛
め
に
垂
直
的
射
流
み
噂
M

qtlす
に
依
る
の
で
わ
ら
う
0

猶
舷
物
蝉
的
拙
態
に
就

い
て
述
べ
ろ
TJ
次
の
如
-
で
み
ろ
O

鴻
底
軸
物
に
放
て
は
二
甘
力
至
こ
甘
先
十
米
麦
で
し
か
棲
息
し
て
屈
ら

m
D
浮
薄
生
物
の
下
り
限
界
は
摘
樺
近
-
で
は

こ
す
米
で
あ
る
O
=
り

コ
ペ
:ポ
ー
i(
.,tI
ト
ハ
ナ
サ

ノ
ヶ
サ
ル
か

托
w
Jユニ
L
に
は
橋

脚

類

.
宅

絹

蜘

枠

､
耗

光

虫

I

C
o
se3110
Llisc
u
s

へ蹄
碓
)韓
の
迫
鴨
及
分
解
L
i1
祈
機
物
の
片
塊
が
み
る
o
漁
協
で
は

此

の
牡
物
限
界
は
汀
五
十
-
1F
六
十
兆
p
峠
に
は
鼎
鰭
の
水
部
で
は
甘
二

王

,IJ
-
甘
十

7
米
の
探

さ
に
あ
っ
て
､
浮
源
生
物
は
ゆ
数
で
柏
脚

瑞
の

C
Ltr1
17uS
I

P
se
邑
o
n'1
iLl
JtttS
,

O
itl】0
11Lq
]

電
視
動
物
の
ヤ
ム
シ

.-::･り.I-り<

(
S
iltq
ittLl
)
.

多

毛

板

(
環
形
動
物
)
の
幼
虫
t

C
osciコ
C〔ニ
s

etts一

c
e
l･
atium
(糊
電
粗
/l
等
で
め
Tハ
｡
停
滞
吐
物
の

韮
庇
的

分布
に
放
け

る
限
界
代
金
-
県
鴇
が
上
下
二
瀞
の
造
っ
た
水
府
よ
り
成
る
=
TJ
にこ
城

田
す
る
a
即
ち
厚
さ
甘
二
十
玉
来
乃
至
二
甘
五
十
挙
り
武
将
に
は
唯
物

が
集

っ
て
揺
り
探
さ
二
甘
米
力
東
二
千
北
開
の
下
櫛
に
は
こ
硫
化
水
素

か
作
る
バ
ク
テ
リ
ア
が
繁
殖
し
て
居
ろ
0
表
層
中
米
面

&
･b
五
十
北
開

は
浮
瀞
別
物
に
特
に
富
ん
で
居
る
｡
‥
れ
は
五
十
光
以
下
の
Lb
に
は
酸

素
が
比
校
的

乏し
い
匁
で
み
ろ
｡
浮
静
動
物
に
鴻
岸
近
-
で
塵
多
で
わ



り
鴇
の
中
央
部
で
は
其
の
敦
が
著
し
-
不
同
で
あ
る
｡
浮
瀞
動
物
の
撃

節
的
消
長
は
上
厨
で
甚
だ
辞
し
-
宵
兜
の
,5%
さ
で
は
殆
ん
.I,)班
北
が
稚

い
｡
浮
塀
動
物
の
垂
直
分
布
は
粗
度
に
ょ
つ
て
交
配
さ
れ
る
.
然
る
に

特
称
織
物
の
墾
鑑
分
相
は
池
斑
に
ょ
ろ
‥
寸,は
勿
論
で
あ
る
が
､
此
¢

外
に
光
､
鴻
水
の
成
分
即
無
機
質
当
東
ー
燐
酸
頗
及
軽
的
既
の
最
勺
竃

炭
酸
班
ピ
炭
酸
瓦
斯
T)
の
比
校
費
虎
に
水
素
イ
オ
ン
の
醜
度
等
の
塾
庇

分
相
に
俵
て
左
右
さ
れ
ろ
O

(
C
o
m
p
.
ren
d･
A
c
p
d
.
d
.
S
ciこ

N
o
v･
97

192
5
&
N
a
tu
r
e
,D
e
c
.
12,
)92
5

折
鶴
シ
ヨ
カ
ル
ス
キ

ー

及

ニ

キ

ナ

y

開
成
の
細
事
に

依
る
)

0

睡

魔

に

於

抄

る

鋸

産

物

資

源

現
今
極
東
に
於
げ
ろ
必
詔

摘
発
用
媒
魔
物
私
産
出
す
る
制
令
に
批
界
金
産
出
高
.1ニ
比
し
甚
L
-
馳

少
叱
り
.
例

へ
ば
約
五
%
の
鋼

7
%
の
蚊
は
媒
五
%
の
石
供
三
%
の
石

油
の
如
し
.
有
様
必
需
品
に二
次
-
に
鴎
産
物
の
み
る
少
数
り
み
が
共
産

と11
比
率
滑

々
大
叱
る
の
み

'之
に
反
し
て
北
大
固
辞
沿
岸
又
は
近
搾
謂

榊
は
他
界
の
必
観
相
魔
物
の
大
部
分
む
供
給
す
､
例

へ
ば
九
十
%
の
ポ

供
九
十
八
%
の
賊
.g
蟻
六
十
五
%
の
鋼
九
十
%
の
石
油
の
如
し
JI
,=F
か

J
今
日
迄
の
調
査
に
よ
れ
ば
極
東
の
循
座
は
永
久
に
こ
の
比
率
か
敬
は

ざ
る
程
雌
.1
め
り
日
本
の
蹴
石
炭
の
少
4
,は
明
JhTL4
ろ
‥
+,
bf-言

が
.
支

那

の
石
炭
及
飯
蛸
も
亦
多
産
か
望
む
べ
か
ら
す
P
J
J
/,,
に
コ
ー
ク
ス
朋

石
供
ほ
甚
し
く
限
ら
れ
i
l
ろ
放
免
砧
有
す
る
.i
止
ま
れ
り
･
甜
槻
印
波

の
'4
油
.,J
I
水
の
鋼
W
は
や
､
柾
目
す
べ
き
盈
み
ろ
-
到
底
滞
米
の
好

望
む
漁
想
す

ろ
能
に
ざ
る
J

の

J
如
し
｡

0

白
等

義

軍

詔

0%

惑
-
自
問
の
押
掛
的
滑
水
か
糖

へ
ろ
:

ど

雑

報

-
河
流
城
は
.
白
岡
政
府
に
於
て
J
年
々
巨
額
か
投
じ
て
之
が
同
僚
.i

努
力
し
i
iろ
効
鼎
空
し
か
ら
や
近
衆
益
々
塵
紫
的
伯
値
か
将
悲
し
漸
次

輸
出
噂
加
の
傾
向
あ
り
.
殊
tこ

…
九
二
五
年
に
は
輸
出
高
二
〇
三
FO
O

O
噸
に
通
し
~

一
九

二
二
布
の
二
四
､
六

叫
四
噸
払
超
過
す
る
=

1}八

倍
以
上
り
大
樹
加
ミ
叱
れ
リ
､
虫
写

C･輸
他
品
に
付
槻
前
職
後
を
財
閥

す
ろ
に
誰
綻
､
象
牙
.
カ

･
オ
韓
は
却
て
減
･eh
L
た
る
も
其
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叱
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瓶
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踏
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叱
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叱
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踏
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猛
烈
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熔
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榊
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岩
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熟
瓦
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薦
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磁
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迫
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近
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･':.;･=･=
;
I

.
-
f
=J･:=
･.:
/･･=
:･.･･･
･
･l
･
･.･
J
J
:

I.;･･i
..;
･･･
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瀬
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狙
蛸
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著
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